
鑑賞① 西洋音楽は，特色ある名曲を集め，それぞれの着眼点を明確に示しました。
曲の解説や，音楽史的背景を説明した「音楽史羅針盤」などから，多角
的に理解を深め鑑賞します。
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●リズムと和音を調べてみよう

◆リズムを打ってみよう
・４分の２拍子を意識しながら，①（ホルンのリズム）と②（弦楽器群のリズム）を手拍子などで打ってみましょう。
・２つのグループに分かれて打ったり，①と②のリズムを１人で打ったりしましょう。

①

②

　使われている和音とその組み合わせを調べてみよう

（　 ）
C

　初演を聴いた人々に鮮烈な印象を与えた『春の祭典』の音楽は，実際にどのようにつくられているのでしょうか。
《春の兆し̶乙女たちの踊り》の最初の部分を例に，リズムと和音の特徴を見てみましょう。

　リズムの特徴を調べてみよう
・冒頭の８小節では，弦楽器群が不協和音の荒々しい響きで拍を刻み続け，
原始的な雰囲気をつくり出しています。拍には，不規則にアクセントが付
けられています。

・８本のホルンは，弦楽器群と同じ和音を，アクセントのタイミングに合わ
せて鋭く吠

ほ
えるように演奏します。

　この部分は，下に示した２つの和音のみで作曲されています。

◆演奏してみよう
　いちばん上の譜例の４つの段を，キーボードやピアノなどで分担して演奏してみましょう。

・　 　は属七の和音， は長三和音です。どちらも古典派，ロマン
派の時代を通じて広く用いられた和音です。ピアノなどで弾いて，
それぞれの響きを聴いてみましょう。

・この曲の最初の８小節では，　　と を同時に鳴らし，故意に音
のぶつかりをつくり出しています。それぞれの和音の響きと２つ
の和音を重ねたときの響きを聴き比べてみましょう。

　　　     と を同時に鳴らすと…

半音のぶつかりが不協和な響きを生み出します。
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強烈なアクセントを，
規則的ではなく不規
則に付けることで，
どんな効果が生まれ
ているかな？

作曲者は，どのような
イメージの響きを求めて
重ねる和音を選んだのか
考えてみよう。
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　1913年にパリで行われたバレエ『春
の祭典』の初演では，オーケストラがス
トラヴィンスキーの音楽の演奏を始める
やいなや，聴衆はその聴き慣れない音楽
に対して大騒動を起こしました。
　『春の祭典』の音楽は，それまでの音楽
ではほとんどみられない新しい表現方法
を用いていて，それはまた20世紀以降
の音楽にみられるようになる特徴の一つ
でもありました。ここでは，『春の祭典』
の第１部から《春の兆

きざ
し─乙女たちの踊り》

の部分を聴き，この曲の斬新さや魅力を
味わいましょう。
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音楽史上の大事件となった『春の祭典』
斬新なリズムと響きによる表現を感じ取ろう

バレエ音楽 春の祭典 から 春の兆し─乙女たちの踊り

若者たちが一斉に飛び上がり，１列にひざまずく。

ストラヴィンスキー

若者たちが運命を占っている。そこへ，シャーマン（呪術師）である老女がやってくる。

やがて乙女たちが登場し，春の踊りを踊る。

若者たちと乙女たちがいっしょに踊り始め，しだいに熱狂していく。

バレエ『春の祭典』の初演の復活上演（マリインスキー バレエ，シャンゼリゼ劇場）
1913年5月29日に初演された『春の祭典』は，この年完成したパリのシャンゼリゼ劇場の
最初のシーズンを飾る公演だった。ちょうど100年目にあたる2013年5月29日，同劇場
で初演時の振り付けや舞台美術，衣装などを再現した『春の祭典』の復活上演が行われた。

※オーケストラの編成 p.107◆T
テンポ
empo g

ジュスト
iusto：正確な速さで
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　『春の祭典』の振り付けをしたのは，興行師ディアギレフが創設したバレエ リュ
ス（ロシアバレエ団）のダンサーであるヴァーツラフ·ニジンスキー Vaslav 
Nijinsky（1890～1950）であった。ニジンスキーはこのバレエの振り付けで
前衛的な方法を用いた。足を内股にして跳躍したり（クラシック バレエでは外
股で足の運び方にも決まった型がある），首は斜めに傾けたりと，伝統的なク
ラシック バレエでは考えられない振り付けであった。ニジンスキーは，太古
のロシアにおける春の儀式をこのような振り付けで表現しようとした。しかし，
初演で聴衆が騒乱を引き起こす原因の一つとなってしまった。

ニジンスキーの振り付け

　初演が大スキャンダルとなったのには，音楽の斬新さだけ
でなく，バレエの前衛的な振り付けにも原因がありました。
それまでのバレエの優雅や洗練といったイメージからかけ離
れた，粗野でぎこちない動作による『春の祭典』の踊りが，当
時の人々の目にどのように映ったのか，想像してみましょう。

●『春の祭典』初演時のバレエの様子を見てみよう

『コメディア』紙 1913年５月31日付に掲載された
『春の祭典』初演時のバレエダンサーの写真

バレエ『春の祭典』第２部から

バレエ『春の祭典』第１部から
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　19世紀末から第一次世界大戦が始まるまでの期間に，新しい試みを取り入れた音楽が多くの作曲
家によって創作されました。特に大戦前には，早くも戦後の音楽を予感させる作品が生まれました。
ドビュッシーのバレエ音楽『遊戯』，シェーンベルクA

アルノルト
rnold Schönberg（1874～1951）の室内楽伴

奏付きの連作歌曲集『月に憑
つ
かれたピエロ』，ストラヴィンスキーのバレエ音楽『春の祭典』です。ドビュッ

シーは，長短調以外の音階や独自の和声を使った色彩感あふれる音楽で印象主義といわれていますが，
その手法をさらに推し進めた『遊戯』は主題やテンポが流動的で形式を感じさせない作品です。シェー
ンベルクは，人の内面に秘められた感情を調性に頼らずに音楽的に表現する表現主義の作曲家として
知られ，『月に憑かれたピエロ』では和声の使い方や旋律のつくり方に斬新さがみられるほか，語るよ
うに歌う特殊な歌唱法を用いています。ストラヴィンスキーの『春の祭典』は原始主義の音楽といわれ，
不規則なアクセントを伴う激しいリズムや複数の調性を同時に使用する強烈な響きなどにより，人間
が本来もっている生命力をダイレクトに表現しています。
　バロックや古典派などのように時代を席

せっ
巻
けん
するスタイルが確立することは，20世紀の音楽にはみら

れなくなります。むしろ多様なスタイルの音楽が多くの作曲家によって次から次へと登場してきます。

20世紀初頭の音楽

音
楽
史
羅
針
盤

楽
曲
か
ら
み
る
音
楽
の
流
れ

足を内股にしたり，首や腕を
不自然に曲げたりしているよ。
ふだん目にする美しいバレエ
のポーズとは違っているね。
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「……リズムがすばらしい活気と驚くべき多
様性を示しているとしても，旋律線はいかに
も頼りない。和声にも特別な情感はなく，楽
想の発展や配置にも見るべきところがない。
　要するに，この芸術作品の根本はひどく貧
弱で，まったく原始的で単純である。だから
こそ，その色あせた姿を際立ったものに見せ
るために，乱暴で刺激的な外見的細工を施し
ているのだ」

『ル フィガロ』紙　1913年５月31日付

「……イーゴリ·ストラヴィンスキー氏の尋常ならざる音楽につい
ては，確信がもてないかもしれないが，肯定すべきであろう。確
かに音楽は，不協和音を使用する限度をはるかに超えていた。ひ
たすらなる誇張への明らかな偏愛がみられ，ときには極めて醜悪
である。少なくとも我々1913年の人間には，そう感じられる。［中
略］きしんだ響きの執

しつ
拗
よう
な連続の中には，注目すべき旋律的輪郭

が浮かび上がり，魅力的なリズムの生命が震え，色鮮やかな和音
の花々が咲き誇っているというのに，我々にはそれが理解できな
いのだ」

『ルヴュ フランセーズ ド ミュジック』誌　1913年６・７月号

●『春の祭典』の初演の批評を読んで，当時の人々の反応について考えてみよう
　大騒動となった初演では，ストラヴィンスキーの音楽の刺激的な表現に対して嫌

けん
悪
お
を訴える抗議の声と，反対にその表現

に賛同する人々の声とが飛び交い，しまいにはつかみ合いになってけが人が出るほどだったといいます。音楽史上まれに見
る大スキャンダルの様子は，当時のフランスの新聞批評などからもうかがい知ることができます。
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イーゴリ·ストラヴィンスキー Igor Stravinsky (1882～1971)は，ロシアの作曲家。バレエ リュスのディアギレフから
依頼された３つのバレエ音楽『火の鳥』『ペトルーシュカ』『春の祭典』によってパリでセンセーショナルなデビューを果たし，
時代の寵

ちょう
児
じ
となった。特に『春の祭典』は，音楽における原始主義の代表作である。彼の作風は時代によって異なり，さまざ

まなタイプの作品を書いている。1939年にアメリカへ亡命。1959年に来日し，NHK交響楽団を指揮した。その際，武
たけ

満
みつ

 
徹
とおる

の『弦楽のためのレクイエム』を聴いて絶賛し，武満が国際的に評価されるきっかけとなった。

バレエ『春の祭典』のストーリー
　キリスト教が布教する以前の，多神教が広まってい
た太古のロシアを舞台にした『春の祭典』は，２部から
なる。第１部は，春が訪れた大地への祝賀を表してい
る。若者たちがシャーマンと運命を占っているところに，
乙女の集団がやってきて春の踊りを踊る。やがて若者
たちも加わり遊戯へと発展する。そこへ長老が登場し
春の大地を祝福，人々は激しく踊り大地と一つになる。
　第２部は，生

いけ
贄
にえ
の場面である。輪になって歩む乙女

たちの儀式は夜を徹して続き，生贄となる１人の乙女
を選ぶ。選ばれた乙女は讃

さん
美
び
され，生贄の踊りを踊っ

た末に息絶え，長老たちによって神に捧
ささ
げられる。

バレエ『春の祭典』の初演の復活上演の全景（第１部）（シャンゼリゼ劇場）
初演時に使用されたニコライ·リョーリフ（レーリヒ） Nikolai Rerikh（1874
～1947）の背景画が再現されている。彼はドイツ系ロシア人の画家で，
好んで考古学や古代スラヴ世界に画題を求めた。『春の祭典』の初演では，
舞台デザイン，衣装デザインを担当した。

また，100年後の現代の
私たちは，この音楽をど
のように感じるかな？

上の批評を参考にして，『春
の祭典』のリズムや響きが
当時の人々にどんな印象を
与えたか考えてみよう。

8

鑑賞のねらい
「何を感じ取るのか」を明確に示しています。

楽曲に関する情報
作品への興味・関心がより
深まる情報を示しています。

初演のスキャンダルは，音楽以外にも
原因があったことを，当時の新聞に掲
載された写真とともに伝えます。

体感する鑑賞
不規則で荒々しいリズムや刺激的な不協和音に
ついて調べ，身近な楽器などで演奏してみます。

鑑賞に必要な作者の情報を
簡潔に示しています。

作曲者に関する情報

音の重なり！

初演の行われたシャン
ゼリゼ劇場での復活公
演の写真を掲載！

和音を実際に弾いてみる

自分の考えを記述する
スペース
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●クリストフォリ B
バルトロメオ
artolomeo Cristofori（1655～1731）は，1690年以後イタリアのメディチ家に仕えた鍵盤楽器製作者。

　クリストフォリが製作したピアノは3台現存している。

ヴォルフガング·アマデウス·モーツァルト Wolfgang Amadeus Mozart (1756～1791)は，オーストリアの作曲家。
幼少期より優れた音楽の才能を示し，「神童」としてその名が知られていた。父親とともに，７歳からパリやロンドン，13
歳からイタリアの各都市などを訪れ，当時の最先端の音楽を聴き学んだことが，彼の音楽の発展に大きな影響を与えた。モー
ツァルトは生地ザルツブルクの大司教に仕えていたが，晩年の10年間はウィーンで主にフリーの音楽家として活躍した。

第２ピアノが第１主題と対照的な第２主題をイ長調で演奏します。
次にこの第２主題を２人の奏者の右手で重ね，
さらに左手でカノン風に追いかけます。

２人の奏者が交互に上行する音型を繰り返します。始まりの音が１音ずつ上がっていきますが，バスはイ音のままです。

2人の奏者が同じ和音を素早く交互に弾き合います。 提示部の最後は，アルペッジョを互いに弾いた後，同じ和音で力強く終止します。
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　18世紀に大きな潮流となった啓
けい
蒙
もう
思想は，従来の迷信や超自然的なものを否定し，合理性や人間性

を重視する考え方でした。それは，貴族に支配されていた市民の台頭を促し，社会制度を変革する力に
なっただけでなく，文化にも大きな影響を与えることになりました。つまり，経済的に成功した商人や
市民が，貴族と同様にこの時代の芸術活動の支援者となっていったのです。彼らは貴族たちの文化を自
らも楽しむようになり，アマチュアの芸術愛好家になりました。家庭で音楽を楽しむ人々が増えたこと
により，音楽家が彼らに音楽のレッスンをしたり，オペラやオラトリオから人気のアリアを鍵盤楽器用
に編曲したりする仕事が生まれました。楽器や歌などの独習書が作られるようになるのもこの時期から
です。モーツァルトやベートーヴェン L

ルートヴィヒ
udwig v

ヴァン
an Beethoven（1770～1827）のウィーンでの音楽活

動は，このような一面によっても支えられていました。

古典派の作曲家が活躍した時代

音
楽
史
羅
針
盤

楽
曲
か
ら
み
る
音
楽
の
流
れ

第2ピアノが主役

交互に1音ずつ上行

素早い交替 ぴったり合わせて
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　19世紀，ロマン派の時代の芸術は，空想の世界を求めるロマン主義と呼ばれる芸術思想に支えられていました。
ロマン派の芸術家たちは，過去の世界，異国の世界，夢の世界，魔法の世界，民話の世界など，現実離れした世
界から創作の題材や着想を得たのです。
　この時代の作曲家は，こうした世界を描く作品の中で，死や不安を暗示したり表現したりする部分に，グレゴ
リオ聖歌の《怒りの日》を用いることもありました。その旋律は西洋文化圏の人々に広く知られていて，多くの作
曲家をひき付けました。ここではグレゴリオ聖歌の《怒りの日》を例に，その旋律が使われているさまざまな作品
を聴いてみましょう。

怒りの日　

　グレゴリオ聖歌は，中世の時代にローマ カトリック教会で歌うために整理された聖歌で，ラテン語の
歌詞による単旋律の音楽です。原則として無伴奏で歌われます。
　《怒りの日》の旋律は，13世紀頃につくられたものと考えられています。《怒りの日》の歌詞は，聖書の
黙示録などに記されているキリスト教の終末思想を表しています。世界の最後の日に，キリストによって
死者たちがよみがえり，最後の審判が下されて天国へ行く者と地獄へ行く者とに分けられるとされています。

『最後の審判』（ミケランジェロ画）
右の絵は，イタリア ルネサンス期の芸術家ミケラ
ンジェロが手がけた壁画である。バチカン市国のロー
マ教皇専用の礼拝堂である，システィーナ礼拝堂の
祭壇側の壁に描かれている。
裁きを下すイエス·キリストとマリアが中央に位置し，
向かって左側には天国へ行く者たちが，右側には地
獄へ行く者たちが描かれている。イエスの下には７
人の天使たちがラッパを吹いている様子が描かれて
いる。

グレゴリオ聖歌
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時代を超えて鳴り響く《怒りの日》
特定のイメージを呼び起こす旋律を聴こう

訳：怒りの日，その日こそ，この世は破壊され，灰に帰します。ダヴィデとシビラの預言のとおりに。

これから聴く作品で，
上の譜例の１小節目の
音の並びがどう生かさ
れているかに注目して
聴こう。
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●リズムと和音を調べてみよう

◆リズムを打ってみよう
・４分の２拍子を意識しながら，①（ホルンのリズム）と②（弦楽器群のリズム）を手拍子などで打ってみましょう。
・２つのグループに分かれて打ったり，①と②のリズムを１人で打ったりしましょう。

①

②

　使われている和音とその組み合わせを調べてみよう

（　 ）
C

　初演を聴いた人々に鮮烈な印象を与えた『春の祭典』の音楽は，実際にどのようにつくられているのでしょうか。
《春の兆し̶乙女たちの踊り》の最初の部分を例に，リズムと和音の特徴を見てみましょう。

　リズムの特徴を調べてみよう
・冒頭の８小節では，弦楽器群が不協和音の荒々しい響きで拍を刻み続け，
原始的な雰囲気をつくり出しています。拍には，不規則にアクセントが付
けられています。

・８本のホルンは，弦楽器群と同じ和音を，アクセントのタイミングに合わ
せて鋭く吠

ほ
えるように演奏します。

　この部分は，下に示した２つの和音のみで作曲されています。

◆演奏してみよう
　いちばん上の譜例の４つの段を，キーボードやピアノなどで分担して演奏してみましょう。

・　 　は属七の和音， は長三和音です。どちらも古典派，ロマン
派の時代を通じて広く用いられた和音です。ピアノなどで弾いて，
それぞれの響きを聴いてみましょう。
・この曲の最初の８小節では，　　と を同時に鳴らし，故意に音
のぶつかりをつくり出しています。それぞれの和音の響きと２つ
の和音を重ねたときの響きを聴き比べてみましょう。

　　　     と を同時に鳴らすと…

半音のぶつかりが不協和な響きを生み出します。
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強烈なアクセントを，
規則的ではなく不規
則に付けることで，
どんな効果が生まれ
ているかな？

作曲者は，どのような
イメージの響きを求めて
重ねる和音を選んだのか
考えてみよう。
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弔いの鐘が鳴り響き，ファゴットとチューバによって
《怒りの日》の旋律が重々しく奏される。

ベルリオーズ幻想交響曲 から 第５楽章 魔女の夜や 宴え んの夢

死の舞踏 リスト

　『幻想交響曲』は，「ある芸術家が美しい女性に恋をするが失恋し，
その悲しみのあまりアヘンを飲んで自殺を図るが死にきれず，奇妙な
夢を見る」という物語に基づいて作曲されています。《怒りの日》が登
場する第５楽章は，「魔女の夜の宴

うたげ

」の場面です。その旋律が奏
かな

でられ
ると，魔女たちの宴が始まり，その中で自らが葬

ほうむ

られるという夢の中
の情景が描かれています。

　この曲は，《怒りの日》の旋律を基にした，ピアノとオーケストラのための変奏曲です。リストは，イタリアの
ピサを旅行した際に見た『死の勝利』という壁画から霊感を得て，この曲を着想しました。死の恐怖を音楽で表現
するこの曲は，非常に劇的で迫力に満ち，かつては彼のピアノ協奏曲以上の人気を集めたといわれています。

エクトル·ベルリオーズ Hector Berlioz （1803～1869）は，フランスの作曲家。標題音楽の創作に力を注ぎ，「イ
デー フィクス（固定楽想）」と呼ばれる決まった旋律によって，特定のイメージやキャラクターを象徴する手法を
生み出した。オーケストラでの革新的な楽器の使い方も考案し，『近代楽器法と管弦楽法』という著作も残した。
彼の標題音楽の創作技法は，リストやヴァーグナー R

リヒャルト
ichard Wagner（1813～1883）らに大きな影響を与えた。

＊標題音楽：詩や物語，絵画，情景，人物など，曲の内容を特定する具体的な題材に基づく音楽。

フランツ·リスト Franz Liszt （1811～1886）は，ハンガリーの作曲家，ピアニスト。ピアノの名手（ヴィルトゥオーソ）
として19世紀のヨーロッパ全土にその名を知らしめた。作曲家としては『超絶技巧練習曲集』『ハンガリー狂詩曲』『愛の夢』
など数々のピアノの名作を残したほか，ベートーヴェン（ p.39）の交響曲のピアノ編曲なども行った。また，オーケス
トラによって文学的，絵画的な内容を描く「交響詩」というジャンルを確立した。
＊ヴィルトゥオーソ：19世紀に登場した，卓越した演奏技術によって驚異的な超絶技巧を披露する演奏家を指す語。元
はイタリア語で「名人」を意味する。

『死の勝利』（14世紀フレスコ画，部分）
ピサ大聖堂に付属する納骨堂カンポサ
ントの壁に描かれている。当時の大司
教の命により，ブファルマッコが描い
たと考えられている。「死の勝利」とは
避けられない死のことを意味しており，
絵の左下にはさまざまな身分の人々が
死と出会う様子が描かれている。絵の
中央部分は，死後に魂が引き剝がされ，
天使によって天国へ逝く者，悪魔によっ
て火の山に投げ込まれる者の様子が描
かれている。

独奏ピアノとティンパニが荒々しく鳴り響く中で，オーケストラの低音楽器が《怒りの日》の旋律を
いかめしく演奏する。

◆s
サン
ans p

プレッセ
resser：急がずに

絵には第二次世界大戦中の1944年に受けた空襲による損傷の跡が見られる。
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※オーケストラの編成 p.107
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サン＝サーンス交響詩 死の舞踏

トロンボーンを中心に，低音の管楽器が《怒りの日》の旋律に基づく美しい響きを奏
かな
でる。

マーラー交響曲第２番〈復活〉 から 第５楽章

　「真夜中の時計の音とともに墓場に骸骨が現れ，不気味に踊った後，夜明けの鶏の声を聞いて逃げ去る」
という内容の詩に基づいて作曲された管弦楽曲です。リストの作品（ p.33）と同じ『死の舞踏』という曲
名ですが，このサン＝サーンスの曲では，《怒りの日》の旋律が軽快かつコミカルに扱われているのが特徴
です。

　この第５楽章は，マーラー自身が記した次のような構想に基づいて
作曲されています。「終末のときが訪れ，最後の審判が始まる。皆が逃
げ惑い，絶叫する。黙示録のトランペットの響き。……静寂の中，聖
者たちが『復活せよ…』と歌う。そこに神の栄光が現れ，全ては至福に
満たされる。」この楽章の前半で，《怒りの日》に基づく旋律がたびたび登
場します。
　〈復活〉という通称は，この楽章の後半に合唱を取り入れるきっかけと
なった，18世紀のドイツの詩人クロプシュトックの讃

さん

歌
か

『復活』に由来
するものです。

カミーユ·サン＝サーンス Camille Saint-Saëns （1835～1921）は，フランスの作曲家。早くから音楽的才能を
開花させ，ピアニスト，オルガン奏者としても活躍した。フォーレ（ p.45）やフランクC

セザール
ésar Franck（1822～

1890）ら同時代のフランスの作曲家とともに，1871年，国民音楽協会を設立し，新しいフランス音楽の普及と発展
に努めた。主な作品には，『交響曲第３番〈オルガン付き〉』，『動物の謝肉祭』などがある。

グスタフ·マーラー Gustav Mahler （1860～1911）は，オーストリアの作曲家，指揮者。ユダヤ人の家庭に生まれ，
主にオーストリアのウィーンで活躍した。ヨーロッパ各地の歌劇場で指揮や芸術監督の仕事をし，作曲家としては，
主に交響曲と歌曲のジャンルに名作を残した。『交響曲第８番〈千人の交響曲〉』など，交響曲にしばしば声楽を導入
したことで知られる。彼の交響曲は大規模な編成で，甘美な旋律と強烈な喧

けん
騒
そう
とが突然入れ替わる非連続的な構造

を特徴とする。

ワルツのリズムに合わせて軽やかに変化した《怒りの日》の旋律が現れる。
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※オーケストラの編成 p.107
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独奏ピアノが華々しく活躍する中で，金管楽器が《怒りの日》の旋律を勇ましく吹き鳴らす。

ラフマニノフパガニーニの主題による狂詩曲 から 第24変奏

　ラフマニノフは多くの作曲家の中でもとりわけこの《怒りの日》の旋律を愛好
し，自作に取り入れました。『パガニーニの主題による狂詩曲』では，まず第７
変奏に《怒りの日》が登場し，第10変奏は《怒りの日》の旋律を基にした変奏曲
となるほか，最後の第24変奏のクライマックスの部分でも《怒りの日》の旋律
が奏されます。
　ラフマニノフは他にもさまざまな楽曲に《怒りの日》の旋律を用いていますが，
基となる素材は同じでも，出来上がるフレーズの性格は実に多様です。例えば，
『ヴォカリーズ』の冒頭はレガートでメロディック，『交響曲第２番』の第２楽章
冒頭は勇壮，『交響的舞曲』の第３楽章終盤はリズミカル，などの性格をもって
います。

セルゲイ·ラフマニノフ Sergey Rakhmaninov （1873～1943）は，ロシアの作曲家，ピアニスト，指揮者。
1917年のロシア革命後はアメリカに渡り，亡

な
くなるまでの25年間をこの地で過ごしている。主にチャイコフ

スキー P
ピョートル
yotr I

イリイチ
l’yich Tchaikovsky（1840～1893）などのロシアの作曲家から影響を受けて，極めてロマンティッ

クで叙情的な音楽を作曲した。彼はまたショパン F
フレデリック
rédéric Chopin（1810～1849）やリスト（ p.33）と同様，

一流のピアニストとしても活躍し，自作曲を自ら演奏するタイプの最後の作曲家ともいわれる。

黛 敏郎 （1929～1997）は，日本の作曲家。1949年に東京音楽学校（現在の東京芸術大学）を卒業。在学中から
映画音楽なども手がけた。フランス政府給費留学生としてパリ国立音楽院で学び，帰国後は芥

あくた
川
がわ
也
や
寸
す
志
し
（1925

～1989），團
だん
 伊
い
玖
く
磨
ま
（1924～2001）とともに「３人の会」を結成するなど作曲活動を展開させていった。日本初

のミュジック コンクレート*作品『Ｘ・Ｙ・Ｚ』など，当時の最新テクノロジーを駆使した前衛音楽を作曲して注
目を集めた。一方，代表作の『涅槃交響曲』，オペラ『金閣寺』のように文学や仏教思想などの日本の伝統と結び付
いた作品も多く残した。
＊具体的な音（人の声や騒音，自然の音など）を録音し，それを加工・変形した音楽。

35

　ジョン·ヒューストン監督の映画『天地創造』（1966年公開）は，聖書のアダムとイヴ，
ノアの箱舟，バベルの塔などの物語を壮大に描いた映画である。この映画の音楽を担当し
たのが日本の作曲家，黛

まゆずみ
 敏
とし
郎
ろう
である。黛は，アダムとイヴがエデンの園で蛇に唆

そそのか
されて

神から禁じられていた知恵の樹
き
の実（リンゴ）を食べてしまい，楽園を追放されるシーンで

《怒りの日》の旋律を用いた。
　当初，映画の音楽を依頼されたのはストラヴィンスキー（ p.46）であったが，彼が断わっ
たため，監督とプロデューサーは，『涅

ね
槃
はん
交響曲』を聴いて気に入った黛を抜

ばっ
擢
てき
したという。

黛は当時，日本国内では多数の映画音楽を手がけていたが，ハリウッドでは無名だった。
黛が『天地創造』に付けた音楽はたいへん高く評価され，公開された年のアカデミー賞の作
曲賞にノミネートされた。

映画『天地創造』にも使われた《怒りの日》

曲づくりの構想や作品の世界観に応じて，同じ旋律をいかに
うまくアレンジできるかが作曲家の腕の見せどころなんだね。
同じ旋律であっても，それぞれの作曲者の作風が生かされて
いて，オリジナリティーを感じるね。
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　「総奏の旋律」と「独奏楽器群の旋律」の特徴を理解しよう。

オーケストラ全員による総奏の部分では，このような旋律が演奏されます。繰り
返されるときには，調が変わったり部分的に演奏されたりすることもあります。

独奏楽器群の旋律 独奏を聴かせる部分では，このような旋律が演奏されます。

▶独奏① ▶独奏②▶総奏① 総奏時のみ演奏 ▶総奏②

総奏の旋律

●まず総奏①では全員で「総奏の旋律」をヘ長調で提示し，続いて独奏部分と総奏部分が次々と交替していきます。
　独奏①～⑤では，独奏楽器が１つずつ順番に「独奏楽器群の旋律」を担当します（最後のトランペットは④と⑤の２回）。
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　『ブランデンブルク協奏曲第２番』は，オーケストラ全員が演奏する総奏と，トランペット，リコーダー，オー
ボエ，ヴァイオリンの４つの楽器による独奏楽器群とが対比する協奏曲です。このような総奏と独奏楽器群が
幾度となく交替する協奏曲はバロック時代に好まれたもので，コンチェルト グロッソ（合奏協奏曲）といいます。
　ここでは第1楽章を聴き，総奏部分と独奏部分の響きの対比を感じ取ってみましょう。

バッハの協奏曲を聴こう
オーケストラと独奏楽器群との掛け合いや対比を楽しもう

J.S.バッハブランデンブルク協奏曲第２番 から 第１楽章
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第１ピアノが第１主題の後半部分をニ長調で演奏します。 第１ピアノが示した一連のフレーズを第２ピアノが模倣します。

アルペッジョの音型を交互に次々と繰り返します。 第２ピアノが華やかにトレモロを演奏します。

モーツァルトの時代のピアノ
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　モーツァルトの『２台のピアノのためのソナタ』は，
モーツァルトの弟子で優れたピアニストであったヨゼー
ファ·アウエルンハンマー（1758～1820）との演奏会
のために作曲されました。２台のピアノならではの豊
かな響き，旋律やリズムの掛け合い，16分音符の華
やかな音型やアルペッジョ，トリルといった装飾音の
多用は，この曲の軽やかな特徴をつくり出しています。
ここでは，第1楽章の提示部（ p.41 ソナタ形式の典
型的な例）を聴いて，この曲にみられるさまざまな特
徴を理解しましょう。

２台ピアノが織りなす響きを聴こう

2台のピアノのためのソナタ ニ長調 から 第１楽章 モーツァルト

交互に繰り返される音型の特徴を理解しよう

『２台のピアノのためのソナタ』の演奏　TVドラマ『のだめカンタービレ』から
主人公の野

の
田
だ
 恵
めぐみ
と千

ち
秋
あき
真
しん
一
いち
が初めて２人で演奏するシーンで，この曲

が取り上げられている。

豊かな響き

第1ピアノが主役

畳みかけるような掛け合い 華やかなトレモロ

フレーズの模倣

中央ハ
▼

第１主題はユニゾンによってニ長調の豊かな響きで始まります。 　1700年頃にイタリア人のクリストフォリによって開発され
たピアノは，モーツァルトがウィーンで活躍を始める1780年
頃から，音域の拡大や鍵盤の機構の改良が進められた。モーツァ
ルトの時代のピアノは，およそ61鍵，5オクターヴの音域だった。
　ここで聴く第１楽章では，第１ピアノ，第２ピアノともにほ
ぼ全ての音域（下の ）を使用する。

モーツァルトが使っていたピアノの音域（61鍵）
現在の一般的なピアノの音域（88鍵）
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オーケストラによる第１主題を，独奏ヴァイオリンの跳躍的な分散和音がもり立てます。

オーケストラ全体が沈黙する中，独奏者が単独で，高度な演奏技巧を駆使する
装飾的で華麗なパッセージを演奏します。

フェリックス·メンデルスゾーン Felix Mendelssohn （1809～1847）は，ドイツの作曲家，ピアニスト，指揮者。裕福な家庭
に生まれ，恵まれた教育環境の中で着実に才能を伸ばした。彼の作品は多くの面で古典派の作風を受け継ぎ，均整のとれた構成美
や洗練された感情表現を特徴とする。代表作には，付随音楽『真夏の夜の夢』，ピアノ曲『無言歌集』，『交響曲第４番〈イタリア〉』な
どがある。また，1829年にバッハ（ p.37）の『マタイ受難曲』の復活上演を手がけたことでも知られている。

再現部

：第１主題
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『ヴァイオリン協奏曲 ホ短調』の演奏
服
はっ
部
とり
百
も
音
ね
（ヴァイオリン独奏），

下
しも
野
の
竜
たつ
也
や
（指揮），読売日本交響楽団

服部百音は1999年生まれ。数々の国際コンクールで
優勝し，コンクールやコンサート出演など，ヨーロッ
パ各地や日本で活躍している。

　古典派以降の協奏曲は，バロック時代に好まれていたコンチェルト グロッソ（ p.36）に代わって，
ソロ コンチェルトが主流になります。古典派のソロ コンチェルトでは，まずオーケストラのみによっ
て主題をひととおり演奏した後，独奏楽器が総奏との対比をつくりながら主題を再び演奏するという
手法がとられました。また曲の終わりの部分には通例，オーケストラが中断し，独奏楽器の即興演奏
による演奏者の技巧を示す見せ場がつくられました。これをカデンツァといいます。ロマン派のソロ 
コンチェルトは，ショパンやリスト（ p.33）といったヴィルトゥオーソによって高度な演奏技術が求
められるようになりました。ショパンの２つの『ピアノ協奏曲』は，彼特有の演奏技術と詩情があふれ
る音楽表現を追求した曲です。メンデルスゾーンは『ヴァイオリン協奏曲』を，古典派の協奏曲のよう
に総奏と独奏が分離する構成ではなく，オーケストラと独奏楽器が融合する書法を用いて作曲しました。
このスタイルは，それ以後の協奏曲の模範の一つとなり，シューマン（ p.90）やリストのソロ コンチェ
ルトに影響を与えました。　

協奏曲の歴史 ②

音
楽
史
羅
針
盤

楽
曲
か
ら
み
る
音
楽
の
流
れ

カデンツァ 独奏ヴァイオリンの
細かい動きは，演奏
するのがとても難し
そう。

ソナタ形式は，一般にこのような構造をもつ。
古典派以降のソナタ，交響曲，協奏曲などの
第１楽章には，通常，ソナタ形式が用いられる。
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▶総奏⑥

▶独奏⑥

オーボエ トランペット

▶総奏⑦

ヨハン･ゼバスティアン･バッハ Johann Sebastian Bach (1685～1750)は，ドイツの作曲家。オルガンやチェンバロなどの
鍵盤楽器の演奏に優れ，即興演奏の名手としても知られる。教会のオルガン奏者や合唱長，宮廷楽団の楽長などの職を歴任し，生
涯にわたってドイツで活躍した。宗教曲では数多くの礼拝用カンタータや『マタイ受難曲』，器楽曲では『平均律クラヴィーア曲集』，
『管弦楽組曲』などの名作を残した。

▶総奏⑧

チェンバロとオーボエの間で演奏している楽器がヴィオロンチェロ ダ スパッラ。
右側で椅子に座って演奏している楽器がヴィオローネ。ヴィオロンチェロ ダ 
スパッラは当時，チェロの代わりに用いられていたと考えられている。

●総奏⑥はニ短調から始まります。「総奏の旋律」を中心としながら，独奏楽器どうしの
　掛け合いなどを交え，音楽をさまざまに展開させていきます。

●総奏⑦はハ短調から始まり，「総奏の旋律」を中心としながら再びさまざまに展開を繰り広げ，イ短調で一旦終止します。
　全楽器の短い休止を挟み，総奏⑧は冒頭のヘ長調で「総奏の旋律」をやや発展的に演奏して曲を締めくくります。

ヴァイオリンリコーダー

●独奏⑥は変ロ長調から始まり，転調しながら「独奏楽器群の旋律」を４つの独奏楽器が順に受け継いでいきます。

リコーダーが特に活躍する部分

37
『ブランデンブルク協奏曲第２番』の演奏
鈴木雅明指揮（チェンバロ），バッハ・コレギウム・ジャパン

　バロック時代には，現在とは素材や構造の異なる楽器
で演奏が行われていた。左の写真のように，作品がつく
られた当時の形状に復元された楽器を用い，当時の演奏
スタイルや演奏状況をできるだけ再現することを目指す
演奏は，「古楽演奏」または「ピリオド演奏」と呼ばれる。

　協奏曲はバロック時代になって多く作曲されるようになり，時代によってその演奏形態が変化してい
きました。バロック時代に好まれた協奏曲は，コンチェルト グロッソと呼ばれるタイプのもので，総奏
（トゥッティ）と独奏楽器群（コンチェルティーノ）が交替することによって構成されていました。『ブラ
ンデンブルク協奏曲』は，このタイプの協奏曲です。また，ヴィヴァルディ A

アントニオ
ntonio Vivaldi（1678～

1741）の《春》で有名な『和声と創意の試み』のように，１台のヴァイオリンのためのソロ コンチェルトも
つくられました。バロック時代のコンチェルト グロッソとソロ コンチェルトのいずれも，総奏部分は基
本的に同じ旋律を繰り返し，独奏部分のみが繰り返す度に変化していくリトルネッロ形式で作曲されました。
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古楽演奏

この曲ではリコーダーが
主役の一人なんだね。

リコーダー
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ガブリエル·フォーレ Gabriel Fauré (1845～1924）は，フランスの作曲家。19世紀後半から20世紀にかけて，作曲家，
オルガン奏者，教育者として活躍し，フランス音楽界の発展に貢献した。弟子にはラヴェル M

モリス
aurice Ravel（1875～1937）

がいる。作品は明
めい
晰
せき
な構造を特徴とし，教会旋法（西洋の中世やルネサンス時代の音楽で用いられた音組織）の使用や独特の転

調を伴う美しい和声は，フランス近代の音楽に大きな影響を与えた。

旋律

旋律

伴奏

伴奏

c

a

＋

b’
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ここではフルートとチェロの旋律が中心となり，対話するように演奏されます。
フルートの旋律は 　 の主題とは対照的に，下行する音型です。この部分ではハー
プはほとんど演奏しません。

　1870年のプロイセン＊=フランス戦争に敗れたフランスでは，敗戦の影響で起きたナショナリズ
ムを背景に，作曲家のサン＝サーンス（ p.34）と詩人で歌手でもあるロマン·ビュシーヌ（ p.86）の
呼びかけによって「国民音楽協会」が1871年に設立されました。フォーレもその創立者の一人でした。
協会の目的は，フランスの作曲家の作品に演奏の機会を与えることでした。ドビュッシー C

クロード
laude 

Debussy（1862～1918）の『牧神の午後への前奏曲』を初演するなど，特にオーケストラ作品や室内
楽作品の紹介に力を入れ，フランス音楽における器楽の興隆に大きく貢献しました。さらにこの協会
は，ラモー J

ジャン
ean-P

フィリップ
hilippe Rameau（1683～1764）などの過去の偉大なフランス音楽の楽譜出版や

演奏によって，その伝統をも復興させました。
＊現在のドイツ北部からポーランド西部にかけての地域を領土とする国で，首都はベルリンにあった。

19世紀後半のフランス音楽の目覚め
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　  が再現し，続く 　 の主題を導きます。

冒頭の主題がハープの伴奏にのって，フルートで再現されます。最後は，クラリ
ネットやホルンが旋律を断片的に演奏して終わります。

『ペレアスとメリザンド』
　『ペレアスとメリザンド』は，ベルギーの劇作家メーテルリンク M

モリス
aurice Maeterlinck（1862～1949）による

フランス語の戯曲で，1892年に出版された。中世の時代，架空の国アルモンド国の王子ゴローは，狩りに出た森
の中で謎の若い娘メリザンドに出会い，彼女を妻とした。しかしゴローの異父弟ペレアスもメリザンドにひかれ，
愛し合うようになってしまった。２人の関係を知ったゴローは嫉妬し，ペレアスを殺してしまう。そしてメリザン
ドも子を生んでやがて死んでいく，というあらすじである。
　夜の森や泉，古い城などの神秘的な背景とともにここに描かれた「死」や「静寂」は，多くの作曲家の創作意欲を刺
激し，この戯曲に基づく作品がいくつも生み出された。

a

b’ a

　  では，フルートとチェ
ロの旋律のリズムの違い
に注目してみよう。
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　『春の祭典』の振り付けをしたのは，興行師ディアギレフが創設したバレエ リュ
ス（ロシアバレエ団）のダンサーであるヴァーツラフ·ニジンスキー Vaslav 
Nijinsky（1890～1950）であった。ニジンスキーはこのバレエの振り付けで
前衛的な方法を用いた。足を内股にして跳躍したり（クラシック バレエでは外
股で足の運び方にも決まった型がある），首は斜めに傾けたりと，伝統的なク
ラシック バレエでは考えられない振り付けであった。ニジンスキーは，太古
のロシアにおける春の儀式をこのような振り付けで表現しようとした。しかし，
初演で聴衆が騒乱を引き起こす原因の一つとなってしまった。

ニジンスキーの振り付け

　初演が大スキャンダルとなったのには，音楽の斬新さだけ
でなく，バレエの前衛的な振り付けにも原因がありました。
それまでのバレエの優雅や洗練といったイメージからかけ離
れた，粗野でぎこちない動作による『春の祭典』の踊りが，当
時の人々の目にどのように映ったのか，想像してみましょう。

●『春の祭典』初演時のバレエの様子を見てみよう

『コメディア』紙 1913年５月31日付に掲載された
『春の祭典』初演時のバレエダンサーの写真

バレエ『春の祭典』第２部から

バレエ『春の祭典』第１部から
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　19世紀末から第一次世界大戦が始まるまでの期間に，新しい試みを取り入れた音楽が多くの作曲
家によって創作されました。特に大戦前には，早くも戦後の音楽を予感させる作品が生まれました。
ドビュッシーのバレエ音楽『遊戯』，シェーンベルクA

アルノルト
rnold Schönberg（1874～1951）の室内楽伴

奏付きの連作歌曲集『月に憑
つ
かれたピエロ』，ストラヴィンスキーのバレエ音楽『春の祭典』です。ドビュッ

シーは，長短調以外の音階や独自の和声を使った色彩感あふれる音楽で印象主義といわれていますが，
その手法をさらに推し進めた『遊戯』は主題やテンポが流動的で形式を感じさせない作品です。シェー
ンベルクは，人の内面に秘められた感情を調性に頼らずに音楽的に表現する表現主義の作曲家として
知られ，『月に憑かれたピエロ』では和声の使い方や旋律のつくり方に斬新さがみられるほか，語るよ
うに歌う特殊な歌唱法を用いています。ストラヴィンスキーの『春の祭典』は原始主義の音楽といわれ，
不規則なアクセントを伴う激しいリズムや複数の調性を同時に使用する強烈な響きなどにより，人間
が本来もっている生命力をダイレクトに表現しています。
　バロックや古典派などのように時代を席

せっ
巻
けん
するスタイルが確立することは，20世紀の音楽にはみら

れなくなります。むしろ多様なスタイルの音楽が多くの作曲家によって次から次へと登場してきます。

20世紀初頭の音楽
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足を内股にしたり，首や腕を
不自然に曲げたりしているよ。
ふだん目にする美しいバレエ
のポーズとは違っているね。
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▶総奏⑥

▶独奏⑥

オーボエ トランペット

▶総奏⑦

ヨハン･ゼバスティアン･バッハ Johann Sebastian Bach (1685～1750)は，ドイツの作曲家。オルガンやチェンバロなどの
鍵盤楽器の演奏に優れ，即興演奏の名手としても知られる。教会のオルガン奏者や合唱長，宮廷楽団の楽長などの職を歴任し，生
涯にわたってドイツで活躍した。宗教曲では数多くの礼拝用カンタータや『マタイ受難曲』，器楽曲では『平均律クラヴィーア曲集』，
『管弦楽組曲』などの名作を残した。

▶総奏⑧

チェンバロとオーボエの間で演奏している楽器がヴィオロンチェロ ダ スパッラ。
右側で椅子に座って演奏している楽器がヴィオローネ。ヴィオロンチェロ ダ 
スパッラは当時，チェロの代わりに用いられていたと考えられている。

●総奏⑥はニ短調から始まります。「総奏の旋律」を中心としながら，独奏楽器どうしの
　掛け合いなどを交え，音楽をさまざまに展開させていきます。

●総奏⑦はハ短調から始まり，「総奏の旋律」を中心としながら再びさまざまに展開を繰り広げ，イ短調で一旦終止します。
　全楽器の短い休止を挟み，総奏⑧は冒頭のヘ長調で「総奏の旋律」をやや発展的に演奏して曲を締めくくります。

ヴァイオリンリコーダー

●独奏⑥は変ロ長調から始まり，転調しながら「独奏楽器群の旋律」を４つの独奏楽器が順に受け継いでいきます。

リコーダーが特に活躍する部分

37
『ブランデンブルク協奏曲第２番』の演奏
鈴木雅明指揮（チェンバロ），バッハ・コレギウム・ジャパン

　バロック時代には，現在とは素材や構造の異なる楽器
で演奏が行われていた。左の写真のように，作品がつく
られた当時の形状に復元された楽器を用い，当時の演奏
スタイルや演奏状況をできるだけ再現することを目指す
演奏は，「古楽演奏」または「ピリオド演奏」と呼ばれる。

　協奏曲はバロック時代になって多く作曲されるようになり，時代によってその演奏形態が変化してい
きました。バロック時代に好まれた協奏曲は，コンチェルト グロッソと呼ばれるタイプのもので，総奏
（トゥッティ）と独奏楽器群（コンチェルティーノ）が交替することによって構成されていました。『ブラ
ンデンブルク協奏曲』は，このタイプの協奏曲です。また，ヴィヴァルディ A

アントニオ
ntonio Vivaldi（1678～

1741）の《春》で有名な『和声と創意の試み』のように，１台のヴァイオリンのためのソロ コンチェルトも
つくられました。バロック時代のコンチェルト グロッソとソロ コンチェルトのいずれも，総奏部分は基
本的に同じ旋律を繰り返し，独奏部分のみが繰り返す度に変化していくリトルネッロ形式で作曲されました。

協奏曲の歴史 ①音
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古楽演奏

この曲ではリコーダーが
主役の一人なんだね。

リコーダー

トランペット

9

音楽史羅針盤
鑑賞曲と関係するジャンル史
などのコラムを随所に掲載し
ています。

多くの作曲家に引用された旋律を聴き比べる
グレゴリオ聖歌の《怒りの日》の旋律は，多くの作曲家をひき付け，
さまざまな作品が生み出されました。

不規則で荒々しいリズムや刺激的な不協和音に
ついて調べ，身近な楽器などで演奏してみます。 （教科書P.46～49)

※「音楽の歓び」（P.64～105）のコーナーにも各ジャンルを深く知ることができる『音楽史羅針盤』を掲載しています。
　「19世紀ロマン派のイタリアオペラ」「ドイツ語の歌曲の歴史」など4項目。

リズム！

なり！

指導用CDでは，５曲それぞれの《怒りの日》
の旋律部分を取り出して聴けるようにします。
また，指導書に「オリジナリティーとは何か」
と題し，この鑑賞企画の解説を掲載します。

高校生が演奏経験のあるリコー
ダーが含まれている楽曲を掲載。

『のだめカンタービレ』から
名曲をチョイス。

（教科書P.36～37)

（教科書P.38・39)

（教科書P.32～35)

（教科書P.37)

（教科書P.39)
（教科書P.41)

（教科書P.45)

（教科書P.49)

リズム打ちをしてみる

和音を実際に弾いてみる

曲を聴くときのポイント
を示しています。



鑑賞② 日本の伝統音楽では，文楽と能を取り上げ，
自国の音楽文化についての理解を深めます。

世界各地の諸民族に伝わる音楽やポピュラー音楽を聴き，
多様な音楽文化について学びます。鑑賞③

日
本
の
伝
統
音
楽

熊
くま
谷
がい
次
じ
郎
ろう
直
なお
実
ざね
（写真上）：吉

よし
田
だ
文
ぶん
吾
ご

平
たいらの
 敦
あつ
盛
もり
（写真下）：吉田玉

たま
女
め

並
なみ
木
き
宗
そう
輔
すけ
作

詞章の現代語訳
　やがて，安

あん

徳
とく

天皇の御
ご

座
ざ

船
ぶね

をはじめ，平家一門はみな船で海上に出たので，乗
り遅れまいと波打ち際に身を寄せたが，御座船も他の船もはるか沖

おき

合
あい

へと落ちの
びた。無官の太夫敦盛は，途中で敵を見失った。御座船に追いついて，父経

つね

盛
もり

に
自分の覚悟を告げようとして，須磨の浜まで出たが，味方の船は一艘

そう

もなく，仕
方なく波間に馬を乗り入れて，沖合の船を目指された。そこへ後ろから熊谷次郎
直実が，「おおい，おおい」と声をかけて，馬の足をはやめて追いついた。「やあ，
そこにおられるのは平家の名ある将軍であろう，敵に背中を見せて逃げられるの
は卑

ひ

怯
きょう

，引き返して勝負されよ。それがしは，武
むさ

蔵
しの

国
くに

の住人で熊谷次郎直実，一
対一の勝負，引き返されよ」と，軍

ぐん

扇
せん

を差し上げて招き返し，「しばらく待たれよ」
と大きな声で呼びかけた。

聴きどころ

●能の「謡
うたい

」を取り入れた語りの表現
　❶では，謡の様式を取り入れて語ります。これを「謡ガカリ」といい，ここでは
能『敦盛』から取り入れた詞章を謡風に，荘重な雰囲気で語ります。 p.54 能『敦盛』

●波の感じを三味線で表現
　❷では，三味線が「テーン テーン」と１つの音を繰り返し演奏します。この音は，
須磨の浜辺に打ち寄せる大波小波（男

お

波
なみ

女
め

波
なみ

ともいう）を表現しています。
●せ

・
り
・
ふ
・
を三味線の演奏にのせて語る

　義太夫節では，せ
・

り
・

ふ
・

は原則として三味線を伴わずに語りますが，❸の直実の
せ
・

り
・

ふ
・

は，三味線の演奏にのってリズミカルに語ります。これを「詞
ことば

ノリ」といい
ます。

　右に示した詞
し

章
しょう

は，《組討の段》の冒頭部分です。義太夫節による表現の工夫を
知り，イメージをもって聴きましょう。

　『一谷嫰軍記』は宝
ほう

暦
れき

元（1751）年に初演された作品で，全五段からなる「時代物」
です。時代物とは，江戸時代以前につくられた文学作品や江戸時代のお家

いえ

騒動を
題材にして，武家社会を中心に描いた演目です。
　『一谷嫰軍記』の二段目《組討の段》は，『平家物語』の「敦

あつ

盛
もり

最
さい

期
ご

」を題材にした作
品です。16歳の若さで一の谷の戦いに出陣した平家の武将平

たいらの

敦盛と，源氏の武
将熊

くま

谷
がいの

次
じ

郎
ろう

直
なお

実
ざね

の対決を中心に展開され，『一谷嫰軍記』最大の山場，三段目《熊
くま

谷
がい

陣
じん

屋
や

の段》（ p.52）で明かされる，悲劇の発端となる重要な段です。

作品について

5150

文
ぶ ん

楽
ら く

（人形浄
じょう

瑠
る

璃
り

）『一
いちの

谷
た に ふたば

軍
ぐ ん

記
き

』《組
く み

討
う ち

の段》
義
ぎ

太
だ

夫
ゆ う

節
ぶ し

の特徴を感じ取り，日本の伝統文化に親しもう

　義太夫節に合わせて人形を遣う人形芝居。貞
じょう

享
きょう

元（1684）年，竹本義
太夫が大坂の道

どう

頓
とん

堀
ぼり

に人形芝居の劇場「竹本座」を創設，近
ちか

松
まつ

門
もん

左
ざ

衛
え

門
もん

（1653～1724）らの作品を語り大好評を博した。「文楽」という通称は，
19世紀に人形浄瑠璃を興行した植

うえ

村
むら

文
ぶん

楽
らく

軒
けん

に由来する。

　「義太夫節」は，17世紀末に大坂（現在の大阪）で竹
たけ
本
もと
義太夫（1651～

1714）が始めた浄瑠璃で，「文楽」の音楽として生まれました。上
かみ
方
がた
文化に

よって育まれた義太夫節は，日本人の「情
じょう
」を描いた長大な物語を，語り手

である「太
た
夫
ゆう
」と三

しゃ
味
み
線
せん
の奏者である「三味線弾き」で演奏します。

p.52「太夫と三味線」

＊浄瑠璃：三味線を伴う語り物（物語を語ることを主体とした音楽）の総称。

文楽（人形浄瑠璃）

※
詞
章
は
太
夫
に
よ
っ
て
違
い
が
あ
り
、
こ
れ
は
そ
の
一
例
で
あ
る
。
ま
た
、
フ
リ
ガ
ナ
は
実
際
に
語
る
と
き
の
発
音
を
表
記
し
て
い
る
。

　
　

  

❶
去サ

る
程ホ

ド

に
、
御ミ

船フ
ネ

を
始ハ

ジ

め
て
、
一イ

チ

門モ
ン

皆ミ
ナ

々ミ
ナ

船フ
ネ

に
浮ウ

か
め
ば
乗ノ

り
後オ

ク

れ
じ
と
、
汀ミ

ギ
ワ

に
打ウ

チ

寄ヨ

れ
ば
、
御ゴ

座ザ

船フ
ネ

も
兵ヒ

ョ
オ

船セ
ン

も
、
遥ハ

ル

か
に
の
び
給タ

モ

ふオ

。
❷
無ム

官カ
ン

の
太タ

夫イ
ウ

敦ア
ツ

盛モ
リ

は

道ミ
チ

に
て
敵テ

キ

を
見ミ

失ウ
シ
ナ

い
、
御
座
船
に
馳ハ

セ

着ツ

い
て
、
父チ

チ

経ツ
ネ

盛モ
リ

に
身ミ

の
上ウ

エ

を
告ツ

げ
知シ

ら
す
こ
と
あ
り
と
、
須ス

磨マ

の
磯イ

ソ

辺ベ

へ
出イ

で
ら
れ
し
が
、
船フ

ネ

一イ
ッ

艘ソ
オ

も
あ
ら
ざ
れ
ば
詮セ

ン

方カ
タ

波ナ
ミ

に
駒コ

マ

を
乗ノ

リ

入
れ
沖オ

キ

の
方カ

タ

へ
ぞ
打ウ

た
せ
給
ふ
。
❶
かカ

ゝカ

りリ

け
る
と
こ
ろ
に
後ウ

シ
ロ

よ
り
、
熊ク

マ

谷ガ
エ
ノ

次ジ

郎ロ
オ

直ナ
オ

実ザ
ネ

。「
ヲオ

ヽオ

イイ

　
ヲ
ヽ
イ
」と
声コ

エ

を
か
け
駒
を
早ハ

ヤ

め
て
追オ

っ
か
け
来キ

タ

り
、

❸ 「
ヤ
ア
そ
れ
へ
打
た
せ
給
ふ
は
平ヘ

イ

家ケ

の
大タ

イ

将シ
ョ
ウ

軍グ
ン

と
見ミ

奉
タ
テ
マ
ツ

る
。
正マ

サ

なノ

うオ

も
敵
に
う
し
ろ
を
見
せ
給
ふ
か
引ヒ

ッ

返カ
エ

し
て
勝

シ
ョ
オ

負ブ

あ
れ
。
か
く
申モ

オ

す
某

ソ
レ
ガ
シ

は
、
武ム

サ

蔵シ
ノ

国ク
ニ

の
住
人

熊
谷
次
郎
直
実
見ゲ

ン

参ザ
ン

せ
ん
返カ

エ

さ
せ
給タ

マ

へエ

」と
、
扇オ

オ
ギ

を
上ア

げ
て
指サ

シ

招マ
ネ

き
、「
暫シ

バ

し
　
暫
し
」と
呼ヨ

ば
はワ

っ
た
り
。

詞
章
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　紀元前の古代インドで生まれたとされる「ラーマ物語」，
すなわち文武に秀

ひい

でた英雄ラーマ王子を主人公とする冒険
物語は，多くの言語に翻案されて周辺諸国へと広まり，今
日，アジアで最も有名な物語の一つとなっています。中でも，
３世紀頃に，インドの詩人ヴァールミーキがサンスクリッ
ト語で著したとされる『ラーマーヤナ（ラーマ行状伝）』は有
名で，全7編，2万4000詩節からなる大叙事詩です。その
内容は，北インドのコーサラ国の王子ラーマが，弟ラクシュマナや猿の軍神ハヌマトの力を借りて魔王ラーヴァ
ナを倒し，誘拐されていたシーター妃を救い出すというものです。
　アジア諸国では，この「ラーマ物語」に各地の文化や生活習慣と結び付いた新たな息

い

吹
ぶき

が吹き込まれ，歌や音楽，
文学，演劇，舞踊などが融合したさまざまな芸能の形で親しまれ続けています。ここでは，ラーマ王子と魔王
との戦いの場面に着目して，異なる音楽芸能を聴き比べ，それぞれの音楽的特徴を理解しましょう。　

同じ物語を題材とした芸能の特徴を理解しよう

「ラーマ物語」を題材とした芸能

カタカリ

横長の両面太鼓マッダラム（左手前）と円筒形の太鼓チェンダ（左奥）
いちばん右側に立つのは語り手で，小型ゴングや小型シンバルを打
ちながら歌い語る。
踊り手の緑色の化粧は，その人物が英雄であることを示す。

　カタカリは，インド南西部ケーララ州のマラヤーラム語に
よるヒンドゥー教の神話劇です。16～17世紀頃から王族の
庇
ひ

護
ご

の下，ヒンドゥー寺院で男性のみによって上演されてき
ました。「ラーマ物語」も主要なレパートリーの一つです。
　「カタ」は物語，「カリ」は舞踊という意味です。舞台脇に立っ
た語り手たちが，太鼓や小型シンバルなどの打楽器を奏しな
がら歌や語りによって物語を進め，派手な化粧と独特の衣装
を着けた踊り手たちは，無言のまま顔の豊かな表情や手の動
きによって演じます。
　インドでは，「ラーマ物語」はカタカリ以外にもさまざまな
芸能で上演されます。一般にヒンドゥー教徒にとって，ラー
マは神の一人であり，聖典である「ラーマ物語」の上演は，い
ずれも娯楽というより儀礼と見なされています。

インド
インドネシア

中国

タイ

●シーターの婿選びの場面
　誰も持ち上げられなかったシヴァ神の弓を，ラーマは
軽々と持ち上げ，シーターを妻に迎える。

●ラーマと弟ラクシュマナが魔王ラーヴァナと戦う場面
　ラーマの放つ矢は強力でラーヴァナの首をはねるが，ラー
ヴァナは魔力ですぐに復活してしまう。

細密画に描かれた
「ラーマ物語」

　「ラーマ物語」は，音楽や舞踊劇，文学作品に取り上げられただけではなく，
絵画や遺跡のレリーフなどにも描かれている。17世紀後半に北インドで描
かれた細密画を見てみよう。

インド

男性のみで演じられる
ところや派手な化粧が
歌舞伎と似ているね。
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世界各地の文化が育んださまざまな音楽表現
さまざまな音楽表現とその演奏の違いを感じ取ろう

　アンデス地方に住む人々によって古くから伝えられてき
た歌や音楽をフォルクローレといいます。この『チューニョ
の花が咲く頃に』のように，ポピュラー音楽の要素を取り
入れたフォルクローレもあります。よく使われる楽器には，
ボンボなどの太鼓，ケーナやサンポーニャなどの笛，チャ
ランゴなどの弦楽器がみられます。
　この曲は，恋人が戻ってこない悲しみを歌った曲です。
「チューニョ」とはアンデスの保存食である冷凍乾燥じゃが
いものことで，決して花を咲かせることのないチューニョ
に悲しみを重ねています。
　声やさまざまな楽器の音色から，歌詞に込められた思い
を感じ取りましょう。

チューニョの花が咲く頃に

演奏：K
カラ
’ala M

マルカ
arka

楽器は左からケーナとサンポーニャ，チャランゴ，ギター

ウラ ノ ヴィオ

　世界各地の諸民族の間では，それぞれの歴史や生活の中
で独自の音楽文化が育まれ，伝承されています。人々は歌
や音楽によって，さまざまな内容を表現してきました。何
を表現しているのか，どのような楽器や演奏形態を用いて
いるのかなど，それぞれの背景を理解して世界各地の音楽
表現の違いを感じ取りましょう。

　西アフリカには，一族の歴史や系譜を紙に書いて伝えるのではなく，音楽にのせ
て語り伝える「グリオ」と呼ばれる専門の語り部

べ

がいます。彼らを金銭的，物質的に
支援するパトロンには，王族だけでなく政治家や大商人もおり，グリオたちは彼ら
をほめたたえる歌も歌います。
　『クンブ ソラ』は，裕福な商人クンブ·ソラが，グリオを招いて盛大なパーティー
を開いてくれたことを賞賛する歌です。
　軽快な歌と伴奏楽器コラの音色の組み合わせに注目して聴きましょう。

コラの演奏

クンブ ソラ

　コラは，グリオだけに演奏が許された特別な楽器です。
ヒョウタンと牛などの皮で作られた胴と長い棹

さお
をもち，

21本の弦が，直立する駒の左右の刻みを通って胴に対し
て垂直に２列に並んでいます。奏者側に弦を向け，両手の
親指と人さし指で弦をはじいて演奏します。

グリオの楽器「コラ」

＊チャランゴ：複弦５コースの小型の弦楽器。胴は，今日で
は木をくりぬいたものが一般的だが，アルマジロの甲羅で
作られているものもある。

　 『ウラ ノ ヴィオ』は「太陽が昇る」という意味で，「フラ カヒコ」で歌われる曲です。フラは，太平洋ポリネシア
のハワイ諸島に伝わる踊りで，歌と打楽器のリズムに合わせて踊られます。歌の内容は，ハワイ諸島の創世神話，
神や王族，自然の美しさをたたえるもの，人々の繁栄を願うものなどさまざまです。踊り手は，リズムに合わせて
ステップを踏み，上半身で歌詞の内容を具体的に表現します。
　打楽器やステップのリズム，神聖な歌からフラの雰囲気を感じ取りましょう。

＊フラ カヒコ：フラの中でも，古典的
な様式で踊られる踊り。「カヒコ」とは
ハワイ語で「古い」という意味。
伴奏には，イプ ヘケ（写真左）などの
打楽器を使い，踊り手自身がハワイ語
でオリ（祈りの歌）を歌うことも重要と
されている。

●歌詞の大意
もしもあなたの両親が私を嫌うとしたら　それは私のせいでしょう
風に吹かれた葦

あし
が何の音も奏

かな
でないとしたら　それはあなたがいないからでしょう

あなたが帰ってくるとみんな言っています　そうきっとあなたは帰ってくるのでしょう
湖へと流れる川のように
あなたと私と　チューニョの花が咲く頃に

ハワイ諸島

セネガル

アンデス地方

カレワラの調べ

　北欧フィンランドで愛されてきた叙事詩『カレワラ』は，19世紀前半に
医師で民俗学者でもあったエリアス·リョンロートが，民間に伝わる詩歌
を採録して１つの物語にまとめたもので，全50章で構成されています。
　フィンランドの人々が大切にしてきた楽器カンテレは，『カレワラ』の中で，
主人公の一人であるワイナモイネンが創造した重要な楽器として描かれて
います。　フィンランドの人々は，『カレワラ』の物語をカンテレの伴奏で歌っ
たり，『カレワラ』の旋律として伝えられてきたメロディーをカンテレで演
奏したりします。今日使われているカンテレは，台形の箱に鉄の弦が張ら
れており，膝の上にのせて演奏します。
　ここで聴くカンテレの伴奏による曲では，英雄ワイナモイネンがカンテ
レを演奏している場面が歌われています。
　北欧で愛されてきた音楽を聴いて，声や楽器の音色の特徴を感じ取りま
しょう。

　

　フィンランド出身の作曲家シベリウスは『カレワラ』を
題材にして合唱付きの交響曲『クッレルヴォ』や交響詩『ポ

シベリウスと『カレワラ』

フィンランド

●歌詞の大意
太陽の赤色の光がイリマの花を
咲かせます
ノヒリではジンジャーの花の間
を川が流れています
あなたはハナレイに降る激しい
雨を見ました
ホッオヒエの森深くには緑が深
く茂っています
物語を語り終わりました
この歌を偉大な王カモハッイに
捧
ささ
げます

他にフォルクローレとして
有名な曲に，『コンドルは
飛んで行く』があるね。

カンテレは透き通った
感じの音がするね。

ワイナモイネンの奏でるカンテレの音に，
人間だけでなく動物たちも聴き入った。

アンデス地方

フィンランド

セネガル

ハワイ諸島

10

文楽『一谷 軍記』
１年生の長唄に続き，２年生では文楽の
義太夫節を鑑賞し，声や発声などによる
表現の違いを感じ取ります。

詞章を手がかりに聴き
どころを確認。

目で見る鑑賞
迫力満点の人形たちの写真から，
舞台の様子や雰囲気をイメージし
ます。

太夫の語りと三味線の特徴
をよく聴いて…

鑑賞から表現への展開

（教科書P.50・51)

（教科書P.58～61)

さまざまな国や地域の歌と楽器
による音楽を聴き比べ，それぞ
れの特徴を感じ取ります。



義
太
夫
節
を
語
ろ
う

　下に示した文字譜は，50～51ページで鑑賞した《組討の段》
の一部分です。
　模範演奏をよく聴き， のポイント や文字譜に示した赤字の
注意などを参考にしながら，聴き手に場面の様子が伝わるよう
に，心を込めて語りましょう。

追いかけている感じを出すために
緊迫感をもって

軍
ぐん
扇
せん
を掲げる直実

53

『一
い ち の

谷
た に

軍
ぐ ん

記
き

』《組
く み

討
う ち

の段》から
声の音色や節回しなどの特徴を感じ取り，心を込めて語ろう

謡
うたい

風に語る「謡ガカリ」の部分

語るときの姿勢

のポイント歌唱 ４

並
なみ

木
き

宗
そう

輔
すけ

作

監修：豊竹呂勢太夫

直実の声がだんだん近づいてくるイメージで

・語り方や詞章は太夫によって違いがあり，これはその一例である。
＊産
うみ
字
じ
：音の高さを変化させながら，長く延ばして語る母音のこと。

かカ

ゝカ

りリ

け
る
と
こ
ろ
に

後ウ
シ
ロ

よ
り
、
熊ク

マ

谷ガ
エ
ノ

次ジ

郎ロ
オ

直ナ
オ

実ザ
ネ

。「
ヲオ

ヽオ

イイ

　ヲ
ヽ
イ
」

と
声コ

エ

を
か
け
駒コ

マ

を
早ハ

ヤ

め

て
追オ

っ
か
け
来キ

タ

り
、

（メモ）

（メモ）

（メモ）

産字による表現

●声の音色や節回しの特徴など，気付いたことをメモしましょう。

詞し

章し
ょ
う

ふ  た  ば

※
フ
リ
ガ
ナ
は
、
実
際
に
語
る
と

き
の
発
音
を
表
記
し
て
い
る
。

義太夫節を語るときには
・背

せ

筋
すじ

を伸ばし，肩の力を抜いて
正座をしましょう。

・ おなかの底から息を出すような
感じで声を出しましょう。

日
本
の
伝
統
音
楽

太
た

夫
ゆ う

と三
し ゃ

味
み

線
せ ん

　義
ぎ

太
だ

夫
ゆう

節
ぶし

は通常，太夫１人，三味線弾き１人で
演奏します。
　文

ぶん

楽
らく

の舞台で，義太夫節を演奏する場所を「床
ゆか

」
といいます。床には「盆

ぼん

」が設けられており，出番
になると盆がぐるりと回転して，太夫と三味線弾
きが登場します（下の「文楽の舞台」を参照）。

太夫：豊
とよ
竹
たけ
呂
ろ
勢
せ
太
た
夫
ゆう
　三味線：鶴

つる
澤
ざわ
藤
とう
蔵
ぞう

太夫が語るときの姿勢

床本：赤字は「朱
しゅ
」といい，語り方を示す記号

　　　などが記されている。

（左から）腹帯，尻引き，オトシ
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《熊
く ま

谷
が い

陣
じ ん

屋
や

の段》
　三段目《熊谷陣屋の段》では，熊

くま

谷
がいの

次
じ

郎
ろう

直
なお

実
ざね

が須磨の
浜辺で討ち果たしたのは平

たいらの

敦
あつ

盛
もり

ではなく，直実の息子
小
こ

次
じ

郎
ろう

だった，という『平家物語』を離れた義太夫節オ
リジナルの物語が展開される。直実は主君源

みなもとの

義
よし

経
つね

の命
めい

により，後
ご

白
しら

河
かわ

院
いん

の落
らく

胤
いん

である敦盛を救うために，我

文楽の舞台

本
ほん
手
て
摺
すり

背景 屋
や
体
たい

床　　     盆
二の手摺
一の手摺

御
み
簾
す
内
うち

が子を身替わりにしたのだった。
　『一

いちの

谷
たに

嫰
ふたば

軍
ぐん

記
き

』は文楽で初演後，翌年（1752年）には
歌舞伎でも上演された。中でも《熊谷陣屋の段》は人気
が高く，文楽，歌舞伎双方で代表作の一つとなっている。

　太夫は，聴き手に物語を伝えるためにさまざまな語り口を用いて，登場人物のせ
・

り
・
ふ
・
，場面の情景や物語の背景，人物の心理などを描写した文章を1人で語ります。

　語る際には，下腹部に力を込めて発声ができるよう，下
した

腹
はら

に「腹
はら

帯
おび

」を巻いて「オトシ」
という砂や小豆の入ったおもりをすえます。そして「尻

しり

引
ひ

き」という小さな台をお尻
に当てて，右のイラストのように爪

つま

先
さき

立ちをして座ります。
　義太夫節の太夫は，房の付いた漆

うるし

塗りの「見
けん

台
だい

」の上に，「床
ゆか

本
ほん

」という台本を置い
て語ります。

●太夫

　三味線弾きは，太夫との呼吸や間
ま

を大切にしながら，語りをリードしたり補った
りして，一音一音に心を込めて物語の世界を表現します。
　義太夫節では，太夫の重厚な語りに負けないように，棹

さお

が太くて胴が大きい「太
ふと

棹
ざお

」という種類の三味線を用います。音が低く，豊かな響きと余韻が特徴です。

●三味線

上か
み
手て

小こ

幕ま
く

日
本
の
伝
統
音
楽

夢
む

幻
げ ん

能
の う

あらすじ

＊ワキ：シテの相手役。
＊前シテ，後シテ：前シテは前

まえ
場
ば
の主役，後シテは後

のち
場
ば
の主役。

　能の演目には，神や鬼，人物の亡霊などが主人公となる「夢
幻能」と，現実に生きる人物が主人公となる「現在能」があり，
『敦盛』は夢幻能による作品である。夢幻能は世阿弥（1363？
～1443？）が確立した能独特の形式で，多くの場合，旅の僧
（ワキ）の前に現れた主人公の化身（前シテ）が身の上やその土
地の伝説を語る「前場」と，正体を現した主人公（後シテ）が在
りし日を思い出して語ったり舞を舞ったりする「後場」で構成
される。多くの夢幻能が，シテを中心に物語が展開すること
から，能は「シテ一

いち

人
にん

主義」であるともいわれる。

　蓮生法師（ワキ）が敦盛を弔うために一の谷にやってくると，草
くさ

刈
かり

男
おとこ

（前シテ）が現れ，敦盛の化身であるとほのめかして姿を消し
ます。するとその夜，蓮生の夢の中に敦盛の亡霊（後

のち

シテ）が現れ
ます。平家一門の盛衰を語り，合戦前夜の須

す

磨
ま

の陣
じん

屋
や

での酒宴を
思い出して舞を舞った後，直実に討たれた様子を再現しますが，
最後は蓮生に回

え

向
こう

を頼んで去っていきます。
　右下に示した詞

し

章
しょう

は，義
ぎ

太
だ

夫
ゆう

節
ぶし

《組討の段》に謡
うたい

ガカリとして取
り入れられている謡の一部です。能では，後シテが直実に遭遇す
る様子を回想する場面で謡

うた

われます。 p.51「詞章」

通常８人で編成され，シテの心理や情景などを描写する謡を担当する。

謡とともに演奏するだけでなく，囃子だけで舞や役者が登場するときの音楽な
ども演奏する。打楽器の奏者が演奏の際に掛ける「掛け声」も特徴的である。
※能『敦盛』では太鼓を用いず，笛，小鼓，大鼓の３人で演奏する。

敦盛の亡霊（後シテ）：観
かん
世
ぜ
銕
てつ
之
の
丞
じょう

能

『敦盛』の後シテは，16歳で戦死した敦盛の顔立ちを模したと
される「十六」という面を用いることが多い。
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　能『敦盛』は，文楽『一
いちの
谷
たに
嫰
ふたば
軍
ぐん
記
き
』の《組

くみ
討
うち
の段》と同じく，『平家物語』の「敦盛最

さい
期
ご
」を題材にした作品です。能で

は，平
たいらの
敦盛を討ち果たした熊

くま
谷
がいの
次
じ
郎
ろう
直
なお
実
ざね
の後日談が描かれており，世の無常を感じ出家をして蓮

れん
生
せい
法

（れん
師

しょう）
となっ

た直実が，敦盛の霊を弔うために一の谷を訪れるところから物語が始まります。

能『敦
あ つ

盛
も り

』
『平家物語』を題材にした能を味わおう

世
ぜ
阿
あ
弥
み
作

　室町時代の初め頃に観
かん

阿
あ

弥
み

（1333～1384），
世阿弥親子によって基本的な形が整えられた，
音楽，舞踊，演劇などの要素が融合した歌舞劇。
シテは多くの場合「面

おもて

」を掛けて演じる。能の音
楽は，シテやワキ，地

じ

謡
うたい

が謡う「謡」と，笛，小
こ

鼓
つづみ

，大
おお

鼓
つづみ

，太鼓で編成される「囃
はや

子
し

」で演奏される。

﹇
シ
テ
﹈ 

さ
る
程ホ

ド

に

　御ミ

船フ
ネ

を
始ハ

ジ

め
て

﹇
地
謡
﹈ 

一イ
チ

門モ
ン

み
な
み
な
船フ

ネ

に
浮ウ

か
め

ば
乗ノ

り
後オ

ク

れ
じ
と

　汀ミ
ギ
ワ

に
う
ち
寄ヨ

れ
ば

　御ゴ

座ザ

船ブ
ネ

も
兵ヒ

ョ
オ

船セ
ン

も
遥ハ

ル

か
に
延ノ

び
た
まモ

ふオ

　
　※
フ
リ
ガ
ナ
は
、
実
際
に
謡
う
と
き
の

　
　
　発
音
を
表
記
し
て
い
る
。

（
観
世
流
）

詞
章地謡

囃子

世
界
の
諸
民
族
の
音
楽

61

「ラーマ物語」の影響を受けた『西遊記』（中国）

ワヤン クリ

　ワヤン クリは，インドネシアで行われている影絵人形芝居です。「ワヤン」
は影，「クリ」は皮革を意味し，人形は水牛の皮で作られています。
　今日，インドネシアはイスラーム教国ですが，10世紀頃にインドから伝わっ
た「ラーマ物語」は，ヒンドゥー教徒の多いバリ島はもちろん，ジャワ島でも
人気のある物語の一つとして，ワヤン クリ以外の芸能でも盛んに上演され
ています。
　物語は，「ダラン」と呼ばれる男性の語
り手が１人で何体もの人形を操りながら
せ
・
り
・
ふ
・
とト書きを語り分け，夜通し演じ

続けます。青銅の打楽器を中心としたイ
ンドネシア独特の合奏音楽「ガムラン」の
演奏とともに上演されるのが特徴です。

スクリーンの後ろから見たワヤン クリ（ジャワ島）

影絵人形には細かい透かし彫りと彩色が施され，
そのまま見ても楽しめる。

京劇西遊記『孫悟空大鬧天宮』の上演

　16世紀の明
みん

の時代に成立した『西遊記』に登場する孫
そん

悟
ご

空
くう

は，「ラーマ物語」の
猿の軍神ハヌマトをモデルにしたといわれており，この『西遊記』に基づく作品『孫
悟空大

だい

鬧
どう

天
てん

宮
ぐう

』が京
ジン

劇
ジュ

でも上演されている。
　京劇は，中国の北

ペ

京
キン

を中心に発達してきた舞踊劇で，約200年の歴史をもつ
とされる。役者は，唱

チャン

（歌），念
ニエン

（せ
・
り
・
ふ
・
），做

ズオ

（しぐさ），打
ダー

（立ち回り）の４つの表
現要素をバランスよくこなし，舞台袖の音楽家たちは役者の動きに合わせて，甲
高い音の単

ダン

皮
ピー

鼓
グー

や拍
パイ

板
バン

，大小のドラ，二
アル

胡
フー

，三
サン

弦
シエン

，笛
ディー

子
ズ

などで合奏する。

コーン

　コーンは，タイ版「ラーマ物語」である『ラーマキエン（ラーマの栄光）』を
演じる仮面舞踊劇で，タイの宮廷で保護されてきました。コーンの語源は
明らかではありませんが，「ラーマ物語」は13世紀後半にはタイへ伝わり，
アユタヤ王朝期（1351～1767）には芸能として成立していたようです。
　ラーマの名はしばしば王名にも付され，現王朝の初代ラーマ１世（1737～
1809）がコーンのために編

へん

纂
さん

した『ラーマキエン』は最高傑作とされています。
　踊り手たちにせ

・
り
・
ふ
・
はなく，仮面や先のとがったかぶり物を着けて踊り，

物語は音楽家たちの歌や語りによって進められます。木琴，ゴング類を中
心とした古典音楽の器楽
合奏「ピーパート」の演奏
とともに上演されるのが
特徴です。

インドネシア

タイ

スクリーンの

後ろから見ても
楽しめるね。

「ピーパート」の演奏

『ラーマキエン』の上演

ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽

ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽

　ポピュラー音楽は，軽快で親しみやすい響きをもつ音楽として，19世紀末頃に欧米で生まれました。
当初アメリカとイギリスを中心に発展し，瞬

またた
く間に世界各地に広まりました。

　ここでは特に，ジャズとロックの特徴を，リズムなどの特徴に気を付けながら聴きましょう。

　グレン·ミラーの『In the Mood』は，
ハイハットシンバルによるスウィング
のリズムと，「ウォーキングベース」と
呼ばれるベースによる４分音符のリズ
ムパターンにのせてメロディーが演奏
されます。ビッグバンドやソロの華や
かな即興演奏も魅力です。

　20世紀後半は「ロックの時代」と呼ばれることもあります。さまざまな音楽と影響し合いながら，ロック
は21世紀の現在でも高い人気を保ち続けています。
　ロックは，８ビート（　　　　　）と呼ばれる，１小節に８分音符を規則的に刻むリズムパターンを基本と
します。シャウトするヴォーカルや，PA（拡声装置）を使って大音量を出すエレキギターなどの電気楽器が，
ロックの大きな特徴です。

　20世紀前半は「ジャズの時代」といわれることもあります。特に1930年頃に現れたスウィングジャズ
とモダンジャズは，当時一世を風

ふう
靡
び
し，今日でも根強い人気をもっています。

　ジャズのリズムの特徴に，スウィングがあります。スウィングは，　　　　　　のような揺れをもって
演奏されます。このスウィングのリズムに他の楽器のリズムが掛け合うように演奏します。

●ボン·ジョヴィ Bon Jovi
1984年にジョン ·ボン ·ジョヴィ Jon Bon Jovi 
（1962～  ）がキーボードのデヴィッド·ブライアン 
David Bryan（1962～  ）とともに結成したロック
バンド。やや哀愁を帯びた美しい旋律がこのバンド
の魅力となっている。1986年発表の3rdアルバム
『ワイルド イン ザ ストリーツ』やシングル『リヴィ
ン オン ア プレイヤー』で世界的に人気を得るよう
になった。ボン·ジョヴィは親日グループとしても
知られ，たびたび来日公演を行っているほか，日本
と縁のある作品も数多く発表している。

●グレン·ミラー Glenn Miller（1904～1944）
アメリカのジャズミュージシャン（写真左）。トロンボーン
奏者として活躍し，1937年に管楽器群とピアノ，ベース，
ドラムスからなるビッグバンド「グレン·ミラー楽団」を結成。
バンドリーダーとして，アメリカにおけるスウィングジャ
ズを牽

けん
引
いん
する。『イン ザ ムード』『ムーンライト セレナーデ』

の他，バンド用にアレンジした『茶色の小瓶』などが大ヒッ
トした。

　ボン·ジョヴィの『Livin’on a Prayer』
は，典型的なロックバンド編成(エレ
キギター，ベースギター，ドラムス，
キーボード，ヴォーカル)でエネルギッ
シュに演奏されます。右の譜例（サビ
の部分）では，８ビートを刻むベース
と，他のパートとのリズムの絡

から
み合い

のおもしろさが特徴として表れていま
す。

●フランク·シナトラ 
Frank Sinatra 
（1915～1998）
アメリカのポピュラー歌手。代表
曲に『フライ ミー トゥー ザ ムー
ン』『マイ ウェイ』などがある。

●マイルス·デイヴィス
Miles Davis
（1926～1991）
アメリカのジャズトランペット奏者。
代表的なアルバムに『カインド オブ 
ブルー』『ビッチェズ ブリュー』などが
ある。

●ジミ·ヘンドリックス
Jimi Hendrix
（1942～1970）
アメリカのロックギタリス
ト。代表的なアルバムに『エ
レクトリック レディラン
ド』などがある。

●マイケル·ジャクソン
Michael Jackson
（1958～2009）
アメリカのポップシンガー。代
表曲に『スリラー』『ビリー ジー
ン』などがある。

＊モダンジャズ：スウィングジャズの流行が下火になった
1940年代初頭に，チャーリー·パーカー Charlie Parker 
（1920～1955）やディジー·ガレスピー Dizzy Gillespie 
（1917～1993）らによって生み出された新しいスタイルの
ジャズ。演奏技術や音楽性をより追求し，発展させた。

＊ハイハットシンバル：2枚のシンバルをホルダーに水平に
取り付け，ペダルを踏むことで打ち合わせるようにした楽
器。スティックでたたいて演奏する場合は，ペダル操作に
よってシンバルを閉じた状態と開けた状態の音色を使い分
けることができる。
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ポピュラー音楽
ポピュラー音楽の魅力を感じ取ろう

In the Mood （1939年発表） Glenn Miller

Livin’on a Prayer （1986年発表） Bon Jovi

ジャズ

ロック

11
表現
模範演奏をまねて義太夫節の語りを体験します。

写真の呂勢太夫さんによる
語りを指導用CDに収録！

義太夫節の語りの調子を
分かりやすく示すため，
１年生の長唄と同様，絵
譜を作成しました。

（教科書P.52)

（教科書P.53)

（教科書P.54)

（教科書P.62・63）

さらに，同じ『平家物語』の
「敦盛最期」を題材にした能
を鑑賞し，日本の伝統文化
への理解を深めます。

20世紀のポピュラー音楽を
代表するジャズとロックを取
り上げました。

共通する題材によるアジアの
３つの国の芸能を比較鑑賞し，
音楽的な相違点や共通点から，
その特徴を理解します。


